
令和4年度
観光まちづくり包括的マーケティングリサーチ

- 市内観光関連事業者調査概要 -
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調査概要

■調査目的
長崎市内の観光関連事業者の皆さまと一体となった観
光まちづくりのための基礎データとして、長崎市の観光ま
ちづくりの評価や重要度、DMO NAGASAKIの認知度や
今後の重点事項などを把握するために実施した。

■調査概要

◎調査方法
配布方法：郵送 ／ 回収方法：FAX・WEB

◎調査期間：令和5年2月

◎調査対象：
長崎国際観光コンベンション協会会員の皆さま

◎回収数：121件（回収率 30.4％）

■調査設問
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調査結果サマリー

（市内調達率）
• 全業種平均での市内調達率は54.5％で、業種別の市内調達率は「飲食」が最も高く、「卸・小売」が最も低い。

（市で進めている「観光まちづくり」についての評価 ）
• 「長崎独自の歴史・文化、自然・景観を守り、活かす取組み」の評価が最も高い。
• 最も評価が低いのは「交通アクセスを充実させ、周遊しやすい環境をつくる取組み」。
• R3年調査時より満足度指数が低下したのは、「民間事業者の稼ぐ力を向上させる取組み」、「まちMICEプロジェクトを推進する取組み」、「長
崎市の観光まちづくり施策に関する総合満足度」。

• 総合満足度は「卸・小売」、「交通・旅行代理店」の評価が高い。

（今後の長崎市の観光まちづくりについて「重要」と思う取り組み）
• 「長崎独自の歴史等を守り活かす取組み」、「交通アクセスの充実」が重要視されている。

（DMO NAGASAKI について）
• DMO NAGASAKI の活動内容まで知っている割合は約3割。
• 卸・小売事業者は、存在・活動内容のいずれも知らない割合が最も高い。
• ブランディング・マーケティングサイクルを基本戦略とした取組みに対して、「ブランド強化」、「市場調査・旅行動向把握」の評価が高い。
• 「市場調査・旅行動向把握」は、特に広報・印刷事業者からの評価が高い。
• 今後の取組みとして、全ての事業者から「長崎市の観光・交流の“ブランド強化”」が重要視されている。
• 市場別での取組みに対して、 「修学旅行市場の誘致・受入」の評価が最も高い。一方、「インバウンド市場の誘致・受入」の評価は低い。
• 「修学旅行市場の誘致・受入」は、特に、卸・小売と交通・旅行代理店からの評価が高い。

（観光マスターブランドのスローガンとロゴマークについて）
• スローガンとロゴマークの認知度は59.5％と半数以上だが、利用できることも知っていた割合は3割以下にとどまる。
• その他の業種では、認知度が34.7％と低い。

（今後特に力を入れて取り組みたいこと）
• 「サービス向上」が最多、「情報発信の強化」が続く。
• 「サービス向上」は、卸・小売と飲食で特に多く、「販路開拓」では、卸・小売が他業種に比べ多い。
• 飲食と宿泊・会場は「従業員確保・事業継承」も多い。
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調査結果サマリー

（西九州新幹線開業の影響）
• 宿泊・会場、交通・旅行代理店の半数以上で「プラス効果」が確認された。

（施設の対応状況）
• 日本語のみの自社HPは76.0％（多言語対応は28.9％）。SNSでは「Instagram」、「Facebook」が多く活用されている。
• 「LINE」、「Facebook」は幅広い業種で活用。「Instagram」は卸・小売、飲食の半数以上が活用。
• 旅行予約サイトは「じゃらんnet」が最多で、全ての宿泊事業者が活用。
• 多言語対応自社HPの対応言語について、「英語」は100％対応。「中国語（繁体字）」、 「中国語（簡体字）」 、「韓国語」は半数以上が対応。
その他の言語は1割以下にとどまる。

• Googleビジネスプロフィールについて、飲食の約3割は既に活用しており、交通・旅行代理店の約6割は今後活用したいと回答。
• 外国人とのコミュニケーションについて、「特に何も行っていない」事業者が約半数。宿泊・会場では「英語対応スタッフの配置」、「翻訳システ
ムの活用」が進んでいる。

• 対応している決済システムについて、「クレジットカード」は約7割で対応。宿泊・会場では対応率100％。
• QR/バーコード決済は半数近くが対応しており、宿泊・会場、卸・小売、飲食での導入が進んでいる。

（MICE事業の受注経験）
• 受注経験「なし」が52.9％で最多。宿泊・会場、広報・印刷事業者は様々なイベントで受注経験あり。
• 受注した業務の種類は、「学会」が最多で、「大会・総会」、「一般会議」、「イベント」が続く。

（MICE事業への参加について）
• 事業者の8割以上が参加の意欲を示しており、特に、交通・旅行代理店の参加意欲が高い。
• 参加にあたっては、「スタッフ不足」が最も懸念されており、特に飲食事業者の課題意識が強い。

（DMO NAGASAKI へ期待すること）
• 事業者の7割以上が「情報発信の強化」へ期待しており、全業種において最も期待値が高い。
• 交通・旅行代理店は、「異業種交流会の開催」、「セミナー等の開催」への期待値も高い。
• 卸・小売事業者は、「イベント等の開催」に対する期待値も高い。



卸・小売

（一般・土産）

18.2%

飲食
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調査結果

業種

※各種団体、観光施設・レジャー、建設・設備・ビル管理・警
備、各種サービス、その他 （以下、同様）

１

回答者の業種は、「卸・小売」 と
「飲食」が最多で、 「宿泊・会場」が
続く。

※

（N=121）

全業種平均での市内調達率は54.5％。
業種別の市内調達率は「飲食」が最も高く、「卸・小売」
が最も低い。

市内調達率2
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長崎独自の歴史・文化、自然・景観を守り、活かす取組み

ストーリー性・テーマ性に富んだ魅力あるコンテンツへ磨き上げる取組み

スポーツや文化・芸術など新しい交流の領域を切り開く取組み

安全安心な滞在環境をつくる取組み

快適な滞在環境をつくる取組み

交通アクセスを充実させ、周遊しやすい環境をつくる取組み

市場分析等に基づく戦略的な誘客・MICE 誘致を展開する取組み

長崎ブランドの確立と効果的なプロモーションを推進する取組み

DMO を中心としたワンストップの誘客・MICE 誘致を行う取組み

DMO を中心とした観光まちづくりの推進体制の充実を図る取組み

民間事業者の稼ぐ力を向上させる取組み

まちMICE プロジェクトを推進する取組み

長崎市の観光まちづくり施策に関する総合満足度

R4

R3

5

最も評価が低いのは「交通アクセスを充実させ、周遊しやすい環境をつくる取組み」。
R3年調査時より満足度指数が低下したのは、「民間事業者の稼ぐ力を向上させる取組み」、

「まちMICEプロジェクトを推進する取組み」、「長崎市の観光まちづくり施策に関する総合満足度」。

《満足度指数》＝（「大変満足」×2＋「まあ満足」×1＋「どちらともいえない」×0＋「やや不満」×（-1）＋「不満」×（-2））／回答数

満足度 （高い）（低い）

（指数化）

長崎市全体で進めている「観光まちづくり」についての評価3



長崎独自の歴史・文化、自然・景観を守り、活かす
取組み

ストーリー性・テーマ性に富んだ魅力ある
コンテンツへ磨き上げる取組み

スポーツや文化・芸術など新しい交流の領域を
切り開く取組み
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行う取組み
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図る取組み

民間事業者の稼ぐ力を向上させる取組み

まちMICE プロジェクトを推進する取組み

その他

6

「長崎独自の歴史等を守り活かす取組み」、「交通アクセスの充実」が重要視されている。

（単純集計） （クロス集計）
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60.9

34.8

21.7

26.1

78.3

8.7

56.5

17.4

17.4

26.1

21.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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今後の長崎市の観光まちづくりについて「重要」と思う取り組み4
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存在だけでなく、活動内容まで知っている割合は約3割。
「卸・小売」は、存在・活動内容いずれも知らない割合が最も高い。

存在・活動内容を
知っている

存在は知っているが
活動内容は知らない

いずれも知らない 不明

（％）

28.1

4.5

27.3

30.0

47.1

58.9

13.0

43.8

54.6

40.9

45.0

35.3

17.6

61.0

26.4

36.4

31.8

25.0

17.6

23.5

21.7

1.7

4.5

4.3

全体（N=121）

卸・小売（一般・土産）（N=22）

飲食（N=22）

宿泊・会場（N=20）

交通・旅行代理店（N=17）

広報・印刷（N=17）

その他（N=23）

知っている 知らない 不明

71.9

65.6

26.4

30.8

1.7

3.6

R4

R3

（R3年との比較）

※

※『知っている』は、「存在・活動内容を知っている」と「存在は知っているが活動内容は知らない」の合計。

（％）

R4 ： N=121
R3 ： N=169

DMO NAGASAKI の認知度（存在・活動内容）5



8

「ブランド強化」、「市場調査・旅行動向把握」の評価が高い。

0.49

0.52

0.28

0.29

0.37

0.19

0.14
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0.36

0.15
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0.39
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観光マスターブランドの強化に取り組んでいること

市場調査や旅行動向の把握と共有に努めていること

ターゲットに応じた商品・サービスの造成支援に取り組んでいること

デジタルを中心としたプロモーション活動などに取り組んでいること

安心・安全の受入れ環境整備に取り組んでいること

クチコミ対策の強化とファンコミュニティの育成に取り組んでいること

DMO NAGASAKIの観光まちづくりに関する総合満足度
R4

R3

（指数化）

満足度 （高い）（低い）

《満足度指数》＝（「大変満足」×2＋「まあ満足」×1＋「どちらともいえない」×0＋「やや不満」×（-1）＋「不満」×（-2））／「知らない」を除いた回答数

R3：未調査

DMO NAGASAKI のブランディング・マーケティングサイクルを基本戦略とした取組みの評価6
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全ての業種で「長崎市の観光・交流の“ブランド強化”」を重要視。
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長崎市の観光・交流の“ブランド強化”

市場調査や旅行動向の把握・共有

ターゲットに応じた商品・サービス造成支援、

関係団体や市内事業者と連携したセールス活動

デジタルを中心としたプロモーション

安心・安全の受入れ環境整備（ナガサキセーフティなど）

クチコミ対策の強化とファンコミュニティの育成

（SNSによる情報発信など）

全体（N=121）

卸・小売（一般・土産）（N=22）

飲食（N=22）

宿泊・会場（N=20）

交通・旅行代理店（N=17）

広報・印刷（N=17）

その他（N=23）

今後の DMO NAGASAKI の取り組みについて「重要」と思うこと7
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「修学旅行市場の誘致・受入」の評価が最も高い。
一方、「インバウンド市場の誘致・受入」の評価は低い。

大変満足 まあ満足
どちらとも
いえない

やや不満 不満 知らない 不明

（指数化）

（％）

（N=121）

満足度 （高い）（低い）

0.39

0.45

0.00

0.27

0.64

-0.20 -0.10 0.00 0.10 0.20 0.30 0.40 0.50 0.60 0.70

国内市場の誘致、受入

まち歩き観光「長崎さるく」の運営

インバウンド市場の誘致、受入

MICE市場の誘致・受入（まちMICE）

修学旅行市場の誘致、受入（ながさき平和・歴史ガイド等）

《満足度指数》＝（「大変満足」×2＋「まあ満足」×1＋「どちらともいえない」×0＋「やや不満」×（-1）＋「不満」×（-2））／「知らないを」除いた回答数
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3.3

国内市場の誘致、受入

まち歩き観光「長崎さるく」の運営

インバウンド市場の誘致、受入

MICE市場の誘致・受入（まちMICE）

修学旅行市場の誘致、受入（ながさき平和・歴史ガイド等）

DMO NAGASAKI の市場別での取組みの評価8



11

スローガン・ロゴマークの認知度は59.5％と半数以上が認知しているが、
利用できることも知っていた割合は3割以下にとどまる。

その他の業種では、認知度が34.7％と低い。

（％）

利用できることを
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利用できることは
知らなかったが
見たことはある
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（今回初めて知った）

不明
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30.0

23.5

23.5

13.0

34.7

31.8

31.8

40.0

47.1

41.2

21.7

38.8

31.8

40.9

30.0

29.4

35.3

61.0

1.7

4.6

4.3

全体（N=121）

卸・小売（一般・土産）（N=22）

飲食（N=22）

宿泊・会場（N=20）

交通・旅行代理店（N=17）

広報・印刷（N=17）

その他（N=23）

観光マスターブランドのスローガンとロゴマークの認知度9
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28.9 

33.1 

52.1 

52.9 

20.7 

10.7 

43.0 

48.8 

24.0 

2.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ハード面の充実

（施設リニューアル、建替え、移転など）

備品・設備等の充実

（モバイル決済などの決済環境、案内・衛生環境の充実など）

情報発信の強化

（WEBサイトの充実、SNS活用、Wi-Fi環境の整備など）

サービス向上

（新商品・新サービスの開発、着地商品整備など）

インバウンド対策

（外国人コミュニケーションの強化、店内表示の充実など）

多角化

（現在とは全く分野が異なるビジネス展開

（例：外国人向けゲストハウス経営など））

販路開拓

（営業活動強化、新分野進出など）

従業員・事業継承

（従業員の能力開発、従業員や後継者の確保・事業継承対策など）

域内調達率・コスト対策

（域内調達率の向上、調達コスト削減）

その他

全体（N=121）

「サービス向上」が最多、「情報発信の強化」が続く。

今後特に力を入れて取り組みたいこと10
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宿泊・会場、交通・旅行代理店の半数以上に、「プラス効果」をもたらした。

大きな
プラス

多少
プラス

どちらとも
いえない

どちらかと
いえば
マイナス

大きな
マイナス

変わらない 不明

（％）

7.4

4.5

13.6

5.0

5.9

5.9

8.7

38.1

36.4

31.8

55.0

52.9

35.3

21.7

27.3

13.6

22.8

20.0

35.3

35.3

39.3

0.8

4.3

25.6

45.5

31.8

20.0

5.9

23.5

21.7

0.8

4.3

全体（N=121）

卸・小売（一般・土産）（N=22）

飲食（N=22）

宿泊・会場（N=20）

交通・旅行代理店（N=17）

広報・印刷（N=17）

その他（N=23）

西九州新幹線開業の影響11
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「LINE」、「Facebook」は幅広い業種で活用。「Instagram」は卸・小売、飲食の半数以上が活用。
旅行予約サイトは「じゃらんnet」が最多で、全ての宿泊事業者が活用。

【業種別】
81.8

13.6

40.9

40.9

27.3

77.3

9.1

13.6

77.3 

27.3 

36.4 

50.0 

27.3 

59.1 

27.3 

27.3 

65.0 

60.0 

30.0 

50.0 

5.0 

45.0 

5.0 

30.0 

70.6

35.3

23.5

35.3

41.2

29.4

29.4

88.2 

5.9 

29.4 

35.3 

23.5 

41.2 

11.8 

11.8 

73.9 

30.4 

13.0 

21.7 

21.7 

30.4 

8.7 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自社HP（日本語のみ）

自社HP(多言語対応）

LINE

Facebook

Twitter

Instagram

YouTube

Googleビジネスプロフィール

卸・小売（一般・土産）（N=22） 飲食（N=22）

宿泊・会場（N=20） 交通・旅行代理店（N=17）

広報・印刷（N=17） その他（N=23）

4.5

9.1

13.6

9.1

95.0

100.0

85.0

65.0

75.0

85.0

40.0

40.0

5.9

5.9

5.9

23.5

5.9

13.0

4.3

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

楽天トラベル

じゃらんnet

るるぶトラベル

Yahoo!トラベル

Expedia

Booking.com

Hotels.com

トリップアドバイザー

などの口コミサイト

何もやっていない

その他

不明

活用している情報発信（WEBサイト）12
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飲食の約3割は、既に活用している。
交通・旅行代理店の約6割は今後活用したいと回答。

（％）

既に
活用している

今後
活用したい

活用したい
とは思わない

わからない 不明

16.5

13.6

31.8

25.0

5.9

17.6

4.3

28.9

27.3

18.2

35.0

58.9

17.6

21.7

5.0

4.5

17.6

8.7

48.8

54.6

50.0

40.0

17.6

64.8

61.0

0.8

4.3

全体（N=121）

卸・小売（一般・土産）（N=22）

飲食（N=22）

宿泊・会場（N=20）

交通・旅行代理店（N=17）

広報・印刷（N=17）

その他（N=23）

Googleビジネスプロフィールの活用について13
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「英語」は、100％対応。
「中国語（繁体字）」、 「中国語（簡体字）」 、「韓国語」は半数以上が対応。

その他の言語は1割以下にとどまる。

（単純集計） （クロス集計）

英語

中国語（繁体字）

中国語（簡体字）

韓国語

その他

100.0 

66.7 

100.0 

66.7 

33.3 

100.0

33.3

50.0

50.0

100.0 

58.3 

75.0 

83.3 

16.7 

100.0

50.0

50.0

66.7

100.0
100.0

57.1

57.1

42.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

卸・小売（一般・土産）（N=3）

飲食（N=6）

宿泊・会場（N=12）

交通・旅行代理店（N=6）

広報・印刷（N=1）

その他（N=7）

100.0 

51.4 

62.9 

62.9 

8.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=35）

※ N= 問12で 「自社HP（多言語対応）」 を選択した事業者数

多言語対応自社HPの対応言語14
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「特に何も行っていない」事業者が約半数。
宿泊・会場では「英語対応スタッフの配置」、「翻訳システムの活用」が進んでいる。

（単純集計） （クロス集計）

英語に対応できる

スタッフを配置している

中国語（繁体字）に対応できる

スタッフを配置している

中国語（簡体字）に対応できる

スタッフを配置している

韓国語に対応できる

スタッフを配置している

翻訳システム・アプリなどを

活用している

指さし会話シートなどを

活用している

特に何も行っていない

その他

不明

9.1

13.6

9.1

27.3

13.6

54.5

4.5

18.2

4.5

31.8

27.3

40.9

40.0

5.0

10.0

10.0

60.0

15.0

15.0

11.8

5.9

5.9

11.8

29.4

23.5

47.1
100.0

17.4

8.7

8.7

4.3

17.4

8.7

60.9

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

卸・小売（一般・土産）（N=22）

飲食（N=22）

宿泊・会場（N=20）

交通・旅行代理店（N=17）

広報・印刷（N=17）

その他（N=23）

16.5 

5.8 

6.6 

4.1 

28.1 

14.9 

52.1 

0.8 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=121）

外国人とのコミュニケーションについての対応15
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「クレジットカード」は約7割で対応、宿泊・会場では対応率100％。
QR/バーコード決済は半数近くが対応。宿泊・会場、卸・小売、飲食での導入が進んでいる。

69.4 

42.1 

25.6 

47.1 

19.8 

26.4 

68.2 

50.0 

45.5 

68.2 

31.8 

40.9 

86.4 

63.6 

31.8 

54.5 

27.3 

40.9 

100.0 

45.0 

35.0 

75.0 

40.0 

45.0 

82.4

52.9

17.6

35.3

5.9

29.4

5.9

5.9

5.9

47.8 

30.4 

13.0 

34.8 

8.7 

21.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

クレジットカード

カード型電子マネー

（Suicaなど交通系やWAONなど）

スマートフォン決済

（Google Pay、Apple Payなど）

QR/バーコード決済

（PayPay、楽天ペイ、LINE Payなど）

デビットカード

中国銀聯カード

18.2 

10.7 

16.5 

7.4 

3.3 

31.8 

31.8 

9.1 

4.5 

4.5 

31.8

13.6

9.1

4.5

10.0

5.0

17.6

11.8

5.9

41.2

29.4

13.0 

8.7 

30.4 

8.7 

8.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

アリパイ

ウィチャットペイ

現金のみ

その他

不明

全体（N=121）

卸・小売（一般・土産）（N=22）

飲食（N=22）

宿泊・会場（N=20）

交通・旅行代理店（N=17）

広報・印刷（N=17）

その他（N=23）

対応している決済システム16
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受注経験「なし」が52.9％で最多。
宿泊・会場、広報・印刷事業者は様々なイベントで受注経験あり。

学会

大会・総会

式典

一般会議

展示会・商談会

イベント・舞台・コンサート

スポーツ大会

なし（不明含む）

その他

24.8

22.3

9.9

18.2

9.9

18.2

6.6

52.9

3.3

7.7

6.5

4.1

9.5

4.1

4.1

7.7

79.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R4（N=121）

R3（N＝169）

9.1

4.5

9.1

9.1

63.6

9.1

27.3 

22.7 

9.1 

27.3 

9.1 

9.1 

4.5 

50.0 

4.5 

50.0

30.0

15.0

35.0

5.0

30.0

25.0

50.0

17.6

17.6

5.9

11.8

11.8

64.7

5.9

29.4

35.3

23.5

17.6

41.2

41.2

5.9

35.3

17.4

26.1

8.7

8.7

21.7

4.3

52.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

卸・小売（一般・土産）（N=22）
飲食（N=22）
宿泊・会場（N=20）
交通・旅行代理店（N=17）
広報・印刷（N=17）
その他（N=23）

7.5

2.5

2.5

2.5

2.5

90.0

8.0

92.0

10.3

10.3

13.8

17.2

3.4

3.4

24.1

65.5

10.7

7.1

10.7

7.1

7.1

21.4

67.9

10.6

8.5

2.1

14.9

6.4

6.4

80.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

卸・小売（一般・土産）（N=40）
飲食（N=25）
宿泊・会場（N=29）
交通・旅行代理店（N=28）
その他（N=47）

【R4】

※「広報・印刷」は、「その他」に含まれている。

【R3】
（単純集計） （クロス集計）

昨年1年間のMICE関連業務の受注経験17
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8割以上が参加の意欲を示す。
特に、交通・旅行代理店の参加意欲が高い。

是非参加したい
機会があれば
参加したい

参加したくない その他 不明

（％）

21.5

13.6

27.3

20.0

17.6

41.2

13.0

63.6

59.2

59.1

60.0

76.5

47.0

78.4

8.3

13.6

4.5

15.0

5.9

5.9

4.3

5.8

9.1

9.1

5.0

5.9

4.3

0.8

4.5

全体（N=121）

卸・小売（一般・土産）（N=22）

飲食（N=22）

宿泊・会場（N=20）

交通・旅行代理店（N=17）

広報・印刷（N=17）

その他（N=23）

参加したい 参加したくない その他（不明含む）

（R3年調査との比較）

※

※『参加したい』は、「是非参加したい」と「機会があれば参加したい」の合計。

（％）

R4 ： N=121
R3 ： N=169

85.1

83.4

8.3

8.3

6.6

8.3

R4

R3

MICE事業への参加意向18
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「スタッフ不足」が最も懸念されており、特に飲食事業者の課題意識が強い。

出来るだけ早い

時期での発注

まとまった発注ロットの確保

開催情報や発注情報が

得られない

会社のPRができない

ノウハウがない・

わからない

スタッフが少ない

資金面が弱い

その他

不明

31.3

18.8

37.5

12.5

37.5

50.0

18.8

6.3

21.1

15.8

31.6

21.1

68.4

5.3

31.3

25.0

31.3

6.3

18.8

43.8

18.8

18.8

6.3

25.0

18.8

43.8

25.0

31.3

40.0

40.0

13.3

6.7

13.3

13.3

6.7

6.7

14.3 

4.8 

9.5 

4.8 

33.3 

52.4 

19.0 

4.8 

4.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

卸・小売（一般・土産）（N=16）

飲食（N=19）

宿泊・会場（N=16）

交通・旅行代理店（N=16）

広報・印刷（N=15）

その他（N=21）

25.2 

11.7 

28.2 

8.7 

27.2 

43.7 

17.5 

1.9 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=103）

（単純集計） （クロス集計）

※ N= 問18で 「是非参加したい」 もしくは 「機会があれば参加したい」 を選択した事業者数

MICE事業へ参加するにあたっての課題・懸念すること19
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7割以上が「情報発信の強化」へ期待しており、全業種において最も期待値が高い。
交通・旅行代理店は、「異業種交流会の開催」、「セミナー等の開催」への期待値も高い。

卸・小売事業者は、「イベント等の開催」に対する期待値も高い。

情報発信の強化

異業種交流会の開催

各種セミナー・

講座等の開催

イベント等の開催

その他

不明

77.3

9.1

13.6

59.1

4.5

63.6 

13.6 

27.3 

31.8 

9.1 

4.5 

75.0

40.0

25.0

35.0

82.4

47.1

47.1

35.3

88.2

23.5

29.4

29.4

5.9

65.2

21.7

8.7

39.1

8.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

卸・小売（一般・土産）（N=22）

飲食（N=22）

宿泊・会場（N=20）

交通・旅行代理店（N=17）

広報・印刷（N=17）

その他（N=23）

74.4 

24.8 

24.0 

38.8 

1.7 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=121）

（単純集計） （クロス集計）

長崎市の観光まちづくりへ参加しやすくするために DMO NAGASAKI へ期待すること20
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